Le Morte Darthur and Its Tudor Readers by 向井 毅
＊
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
に
お
け
る
　
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
の
受
容
と
変
容
向
井
毅
　
マ
ロ
リ
ー
の
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
は
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
の
お
よ
そ
百
年
余
り
の
間
に
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
を
も
含
め
る
と
六
度
に
亘
り
上
木
さ
れ
た
。
各
版
は
当
時
の
版
本
の
例
に
漏
れ
ず
、
沈
黙
裡
の
う
ち
に
編
者
・
植
字
工
に
よ
る
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
改
変
は
、
言
語
の
現
代
化
、
読
者
の
文
学
趣
味
、
時
代
の
価
値
観
な
ど
の
文
化
的
・
社
会
的
文
脈
の
中
で
、
取
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
世
か
ら
近
代
へ
正
に
移
ら
ん
と
す
る
時
に
世
に
放
た
れ
た
マ
ロ
リ
ー
の
作
品
が
、
ル
ネ
イ
サ
ン
ス
の
初
潮
を
見
た
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
の
読
者
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
読
み
取
り
方
を
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
読
者
は
マ
召
リ
ー
が
描
こ
う
と
し
た
世
界
を
充
分
捕
捉
し
共
有
し
え
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
を
、
マ
ロ
リ
ー
写
本
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
、
ド
ウ
・
ウ
ォ
ー
ド
版
の
間
に
見
ら
れ
る
相
異
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
は
、
一
九
三
四
年
に
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
写
本
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
、
ほ
ぼ
忠
実
に
マ
ロ
リ
ー
の
作
品
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
画
期
的
発
見
は
、
写
本
自
身
も
マ
ロ
リ
ー
の
手
稿
本
で
は
な
く
二
人
の
写
字
生
の
手
に
な
る
改
訂
本
で
あ
る
こ
と
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
版
に
は
更
に
大
幅
な
編
集
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
、
し
た
。
ま
た
近
く
は
、
刷
り
上
が
っ
た
ぽ
か
り
で
生
乾
き
の
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
の
活
字
が
こ
の
写
本
に
写
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
の
工
房
に
は
彼
自
身
が
底
本
と
し
た
編
集
用
写
本
に
加
え
、
こ
の
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
写
本
も
同
時
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
L
・
ヘ
リ
ソ
ガ
の
研
究
で
　
　
　
　
　
（
1
）
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
が
印
刷
完
了
し
た
の
は
、
一
四
八
五
年
七
月
三
一
目
と
奥
付
け
に
あ
る
。
こ
の
頃
は
騎
士
道
精
神
が
遠
く
幣
え
、
騎
士
身
分
の
頽
廃
が
嘆
か
れ
だ
時
代
で
あ
る
。
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
自
身
も
『
騎
士
道
（
O
§
、
心
、
9
軌
§
ご
）
』
の
序
に
側
て
、
　
　
あ
あ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
騎
士
よ
。
か
っ
て
実
践
さ
れ
た
か
の
気
高
き
　
　
騎
士
道
の
約
束
・
習
慣
は
、
今
や
い
ず
こ
に
。
貴
殿
の
な
さ
る
こ
と
は
　
　
湯
浴
み
と
寮
子
ば
か
り
。
〈
中
略
〉
こ
ん
な
怠
惰
は
す
ぐ
に
お
止
め
な
　
　
さ
い
。
そ
し
て
聖
杯
伝
説
や
ラ
ー
ン
ス
ロ
ッ
ト
、
ガ
ラ
バ
ド
、
ト
リ
ス
　
　
ト
ラ
ム
、
ペ
ル
ス
フ
ォ
レ
ッ
ト
、
パ
ル
チ
バ
ル
、
ガ
ー
ウ
ェ
ン
達
の
高
　
　
潔
の
物
語
を
お
読
み
な
さ
い
。
と
荒
廃
し
た
騎
士
身
分
の
生
活
振
り
に
義
憤
を
表
わ
す
。
ま
た
社
会
的
に
は
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
家
最
後
の
切
札
ヘ
ン
リ
ー
・
テ
ユ
ー
ダ
ー
が
ヨ
ー
ク
家
の
リ
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
に
お
け
る
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
の
受
容
と
変
容
（
向
井
）
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
五
〇
チ
ャ
ー
ド
三
世
を
敗
る
天
下
分
け
目
の
合
戦
ボ
ズ
ワ
ー
ス
を
三
週
間
後
に
控
え
、
ヨ
ー
ク
家
劣
勢
の
色
が
濃
く
な
り
ゆ
く
頃
で
あ
っ
た
。
文
化
的
に
は
ル
ネ
イ
サ
ソ
ス
の
胎
動
が
始
ま
り
、
近
代
的
精
神
を
宿
す
人
達
が
文
学
サ
ー
ク
ル
に
現
わ
れ
く
る
頃
で
も
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
文
脈
を
ア
ー
サ
ー
王
物
語
の
出
版
と
絡
め
て
考
え
る
時
、
三
つ
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。
第
一
に
、
騎
士
道
精
神
の
頽
廃
と
い
う
現
実
の
深
い
反
省
に
立
っ
て
、
古
き
良
き
時
代
の
騎
士
の
有
り
方
を
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
言
う
「
理
想
的
生
活
形
式
」
と
し
て
仰
ぎ
．
、
騎
士
道
を
復
活
可
能
な
夢
と
し
て
追
求
す
る
精
神
態
度
の
存
在
が
出
版
め
背
後
に
措
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
は
、
ア
ー
サ
ー
王
物
語
に
描
き
出
さ
れ
た
騎
士
道
生
活
と
現
実
の
生
活
と
は
連
続
す
る
世
界
で
あ
り
、
学
び
の
対
象
と
化
し
た
騎
士
道
ロ
マ
ン
ス
の
世
界
は
、
秩
序
を
失
く
し
た
現
実
の
世
界
を
理
想
に
向
け
て
牽
引
す
る
強
力
な
手
段
と
し
て
、
彼
等
に
は
映
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
ロ
マ
ン
ス
は
、
そ
の
道
徳
的
・
教
訓
的
側
面
に
価
値
を
認
め
ら
れ
、
ま
る
で
騎
士
道
の
手
引
書
の
如
く
読
み
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
精
神
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
、
マ
ロ
リ
ー
の
作
中
人
物
ガ
レ
ス
の
人
物
造
型
に
寄
与
し
た
と
も
言
わ
れ
る
ウ
ォ
リ
ッ
ク
伯
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
シ
ャ
ン
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
死
後
著
わ
さ
れ
た
自
叙
伝
『
ウ
ォ
リ
ッ
ク
伯
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
シ
ャ
ン
の
華
麗
な
一
生
（
§
恥
寒
a
ミ
＆
ミ
鳴
b
d
ミ
ド
ト
透
り
§
織
b
§
ミ
駄
ミ
ら
ぎ
ミ
し
d
§
ミ
頑
愚
”
肉
蟄
嵐
ミ
き
、
§
“
審
”
N
Q
。
鎗
l
N
お
◎
）
』
は
、
ロ
マ
ン
ス
か
ら
飛
び
出
た
よ
う
な
彼
の
姿
を
描
き
、
ア
ー
サ
ー
王
の
騎
士
た
ら
ん
と
す
る
彼
の
姿
勢
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
　
第
二
に
、
ア
ー
サ
ー
王
の
歴
史
的
実
在
性
が
問
題
と
な
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
四
竃
・
五
世
、
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
を
宿
願
か
な
っ
て
王
位
の
座
に
登
頂
せ
し
め
た
ヨ
ー
ク
家
（
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
第
五
子
エ
ド
モ
ン
ド
が
始
祖
）
は
、
ヘ
ン
リ
ー
四
世
・
五
世
・
六
世
を
擁
す
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
家
（
第
四
子
ジ
ョ
シ
・
オ
ヴ
・
ゴ
ー
ソ
ト
が
始
祖
）
に
較
べ
、
男
系
血
統
序
列
に
劣
っ
て
い
た
。
ヨ
：
ク
側
は
、
エ
ド
モ
ン
ド
の
息
子
で
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
の
祖
父
に
当
る
リ
チ
ャ
ー
ド
が
、
ア
ー
サ
ー
王
に
遡
る
家
系
図
を
有
す
モ
ー
テ
ィ
マ
医
家
の
娘
ア
ン
と
結
ば
れ
た
こ
と
で
、
ア
ー
サ
ー
の
血
を
継
ぐ
正
当
な
王
位
継
承
権
を
主
張
し
た
。
バ
ラ
戦
争
に
そ
の
極
を
見
た
両
家
の
対
立
の
陰
に
、
ア
ー
サ
ー
王
の
歴
史
的
実
在
性
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
か
く
し
て
こ
の
ロ
マ
ン
ス
は
、
ア
ー
サ
ー
王
の
実
在
を
信
ず
る
人
達
に
と
っ
て
は
、
年
代
記
の
様
相
を
帯
び
る
こ
と
と
な
る
。
　
第
三
と
し
て
、
真
実
ら
し
さ
、
因
果
律
、
愉
し
く
か
つ
為
に
な
る
、
端
正
さ
な
ど
の
特
質
を
文
学
に
求
め
、
ロ
マ
ン
ス
を
「
卑
狼
」
で
「
信
じ
ら
れ
な
い
、
」
　
「
あ
り
え
ぬ
」
話
と
し
て
非
難
す
る
新
古
典
主
義
的
文
学
観
の
拾
頭
が
あ
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
家
庭
教
師
を
勤
め
た
ロ
ジ
ャ
ー
・
ア
ス
カ
ム
の
「
こ
の
本
の
喜
び
は
、
あ
か
ら
ざ
ま
な
殺
職
と
卑
狼
の
二
点
に
あ
り
。
こ
め
物
語
は
訳
な
く
人
を
殺
し
、
巧
妙
な
手
口
で
姦
通
に
耽
る
者
ど
も
を
、
い
と
も
気
高
き
騎
士
と
見
倣
す
」
と
い
う
痛
烈
な
批
判
に
代
表
さ
れ
る
様
に
、
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
は
、
新
古
典
主
義
的
文
学
観
の
波
を
正
面
に
被
り
、
禁
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
書
に
堕
す
こ
と
に
な
る
。
　
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
の
諸
版
は
総
て
、
こ
う
し
た
社
会
的
・
文
化
的
圧
力
を
背
景
に
出
版
さ
れ
た
が
、
今
改
め
て
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
の
仕
事
振
り
を
問
う
て
み
れ
ぽ
、
し
た
た
か
で
目
配
り
の
行
き
届
い
た
彼
の
姿
が
結
像
す
る
。
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
は
序
の
中
で
、
ア
ー
サ
ー
王
の
史
実
性
に
つ
い
て
賛
否
両
論
を
挙
げ
た
後
、
「
こ
こ
に
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
の
総
て
が
真
実
で
あ
る
と
信
ず
る
か
否
か
は
、
読
者
諸
氏
の
ご
自
由
で
す
」
と
、
誠
に
曖
昧
な
態
度
を
と
る
。
彼
の
言
質
を
避
け
る
こ
う
し
た
態
度
の
背
後
に
は
、
印
刷
進
行
中
り
チ
ャ
ー
ド
三
世
が
、
亡
き
父
の
跡
を
継
い
で
間
も
な
い
甥
の
エ
ド
ワ
ー
ド
五
世
と
そ
の
弟
リ
チ
ャ
ー
ド
の
二
人
を
ロ
ン
ド
ン
塔
に
幽
閉
、
殺
害
し
た
こ
と
で
、
瞭
既
に
ヨ
ー
ク
派
内
に
分
裂
の
兆
が
見
え
て
い
た
こ
と
、
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
の
庇
護
者
で
　
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
を
出
版
依
頼
し
た
人
物
　
（
、
。
器
　
ぎ
の
℃
8
誘
一
．
）
と
目
さ
れ
る
第
二
代
リ
バ
ー
ズ
伯
ア
ソ
ト
ニ
ー
・
ウ
ド
ヴ
ィ
ル
（
彼
の
妹
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
ヨ
ー
ク
家
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
と
の
間
に
、
後
の
エ
ド
ワ
ー
ド
五
世
を
設
け
て
お
り
、
王
．
の
後
見
人
と
し
て
ア
ン
ト
ニ
ー
は
、
ア
ー
サ
ー
史
実
を
利
用
し
て
ウ
ド
ヴ
ィ
ル
家
の
興
隆
と
ヨ
ー
ク
王
権
の
安
泰
を
図
っ
た
）
が
、
志
半
ば
で
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
の
手
に
倒
れ
た
こ
と
、
ま
た
印
刷
完
了
時
に
は
ヨ
ー
ク
王
権
は
風
前
の
灯
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
更
に
は
、
新
王
と
な
る
べ
き
ヘ
ン
リ
ー
・
テ
ユ
ー
ダ
ー
（
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
家
ヘ
ン
リ
ー
五
世
の
寡
婦
キ
ャ
サ
リ
ン
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
テ
ユ
ー
ダ
ー
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
）
が
、
ヨ
ー
ク
派
の
王
権
裏
付
け
手
段
で
あ
っ
た
ア
ー
サ
ー
史
実
に
対
し
如
何
な
る
態
度
で
臨
む
の
か
、
十
分
に
予
知
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
　
N
・
ブ
レ
イ
ク
は
、
第
一
と
第
二
の
帖
（
こ
こ
に
は
序
と
目
次
が
収
ま
る
）
が
他
の
丁
付
け
と
異
な
る
こ
と
、
本
文
の
書
付
け
に
欠
番
の
誤
り
が
あ
る
場
合
、
目
次
で
は
本
来
一
章
で
あ
る
筈
の
所
が
欠
番
を
も
含
め
た
複
数
章
に
な
っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
本
文
で
は
四
巻
一
八
章
の
後
に
二
〇
章
が
続
く
が
、
目
次
に
は
四
巻
一
八
・
一
九
章
と
表
示
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
を
理
由
に
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
の
序
は
本
文
印
刷
完
成
後
、
つ
ま
り
七
月
三
一
日
以
降
に
書
か
　
　
　
　
　
　
（
3
）
れ
た
と
推
論
す
る
。
な
ら
ば
、
　
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
が
新
王
政
下
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
負
の
要
因
に
な
り
う
る
ア
ー
サ
ー
実
存
説
に
は
言
質
を
入
れ
ず
、
印
刷
依
頼
者
ア
ソ
ト
ニ
ー
・
ウ
ド
ヴ
ィ
ル
の
名
の
特
定
を
避
け
た
こ
と
が
、
よ
り
ょ
く
諒
解
さ
れ
る
。
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
に
お
け
る
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
の
受
容
と
変
容
（
向
井
）
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
の
本
文
を
写
本
と
比
較
す
る
時
、
刊
行
本
の
騎
士
の
言
動
が
騎
士
道
の
手
引
書
の
如
く
理
想
の
姿
に
様
式
化
し
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
。
例
え
ば
、
ロ
ー
マ
皇
帝
ル
シ
ウ
ス
の
使
者
が
ア
ー
サ
ー
王
に
朝
貢
を
求
・
め
る
件
。
写
本
で
は
、
　
「
灰
色
の
目
」
を
し
「
使
者
の
態
度
に
激
怒
し
た
」
と
描
か
れ
る
ア
ー
サ
ー
の
「
形
相
の
す
ご
さ
に
使
者
は
恐
れ
を
な
し
、
」
身
の
安
全
を
乞
う
て
用
件
を
伝
え
る
。
王
は
畏
縮
し
た
使
者
に
、
　
「
憶
病
な
腰
抜
け
ど
も
！
」
’
と
罵
言
を
浴
び
せ
る
。
一
方
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
版
で
は
、
「
朝
貢
を
拒
め
ば
戦
争
を
仕
掛
け
、
諸
侯
・
諸
王
の
晒
者
に
し
て
や
る
」
と
い
う
尊
大
な
使
者
の
侮
辱
に
も
耳
を
傾
け
、
評
議
会
を
催
す
間
ロ
ー
マ
皇
帝
名
代
に
相
応
し
い
饗
応
を
提
供
す
る
。
ま
た
使
者
が
帰
国
す
る
際
に
は
、
必
要
経
費
を
与
え
、
国
境
ま
で
案
内
さ
せ
た
と
い
う
写
本
に
は
な
い
一
節
を
も
書
き
　
　
　
　
（
4
）
加
え
て
い
る
。
こ
こ
に
、
好
戦
的
な
ア
ー
サ
ー
王
が
、
今
や
寛
大
で
礼
儀
と
対
話
を
重
ん
じ
、
議
会
人
さ
え
彷
彿
さ
せ
る
柔
和
な
賢
王
に
変
容
し
て
い
る
の
が
看
て
取
れ
る
。
　
更
に
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ア
ー
サ
ー
率
い
る
軍
隊
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
帯
を
征
曝
し
、
王
自
身
が
ロ
ー
マ
法
皇
の
手
に
よ
り
皇
帝
の
戴
冠
を
受
け
る
と
、
臣
下
の
老
は
次
の
よ
う
な
言
葉
遣
い
で
、
王
に
帰
国
の
許
可
を
求
め
る
。
　
　
陛
下
、
我
々
に
は
結
婚
し
た
妻
が
い
ま
す
。
　
ど
う
か
妻
と
戯
れ
の
一
　
　
時
、
休
息
の
一
時
を
お
許
し
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヴ
ィ
ナ
ー
ヴ
ァ
版
　
二
四
六
頁
）
修
羅
を
か
い
く
ぐ
り
、
無
事
生
き
な
が
ら
え
た
戦
う
男
の
語
気
の
荒
さ
（
特
に
、
8
の
喝
。
辱
o
q
ω
惹
爵
。
口
お
越
剛
h
δ
、
）
が
、
あ
ま
り
に
露
骨
で
筆
墨
な
響
き
を
持
つ
と
思
え
た
の
か
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
は
、
　
　
ご
帰
国
な
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
我
々
に
は
、
別
れ
　
　
て
久
し
い
妻
の
許
に
戻
り
身
体
を
休
め
る
お
許
し
を
、
お
与
え
下
さ
い
。
五
一
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
五
二
陛
下
の
遠
征
は
誉
の
う
ち
に
終
っ
た
の
で
す
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ソ
マ
ー
版
一
八
二
頁
）
の
よ
う
に
、
王
の
勝
利
を
讃
え
る
語
句
を
添
加
し
、
粗
野
な
言
葉
を
娩
曲
的
な
表
現
に
改
め
、
上
品
で
形
式
ば
っ
た
ス
ピ
ー
チ
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
版
の
王
は
更
に
帰
国
を
許
す
際
、
道
中
の
乱
暴
威
烈
を
戒
め
、
騎
士
道
の
約
束
を
破
る
者
に
は
死
を
以
っ
て
報
い
る
と
言
葉
を
付
け
足
す
の
で
あ
る
。
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
の
騎
士
道
手
引
書
化
を
示
唆
す
る
上
記
の
引
用
は
、
い
ず
れ
も
巻
五
か
ら
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
三
五
は
写
本
の
ほ
ぼ
半
分
に
量
が
縮
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
削
除
の
対
象
は
、
マ
ロ
リ
1
が
材
源
の
頭
韻
詩
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
か
ら
共
感
を
も
っ
て
書
き
移
し
た
騎
士
個
人
の
戦
闘
場
面
の
描
写
で
あ
る
。
一
五
世
紀
半
ば
に
は
、
騎
士
身
分
は
既
に
軍
事
的
役
割
を
傭
兵
に
譲
り
、
政
治
職
に
就
い
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
死
を
賭
け
て
名
誉
を
得
る
「
軍
事
的
騎
士
道
」
　
（
マ
ロ
リ
ー
の
言
葉
で
は
ゴ
碧
げ
。
餌
Φ
．
）
は
現
実
味
を
失
い
、
専
ら
「
宮
廷
風
騎
士
道
」
（
同
、
α
q
Φ
昌
巳
Φ
ω
。
・
①
、
．
o
。
霞
8
曙
．
）
が
彼
等
の
関
心
の
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ロ
リ
！
と
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
り
な
が
ら
、
前
者
は
「
礼
節
」
や
「
優
し
さ
」
よ
り
も
「
勇
ま
し
さ
」
を
重
じ
、
後
者
は
武
器
を
拾
て
た
宮
廷
風
騎
士
道
精
神
を
大
事
に
し
た
。
両
者
の
こ
の
よ
う
な
価
値
観
の
ず
れ
は
、
巻
五
に
於
て
特
に
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。
　
か
っ
て
筆
者
は
、
マ
ロ
リ
ー
が
巻
五
を
執
筆
す
る
際
に
、
粉
本
の
頭
韻
詩
が
用
い
る
郎
Φ
Φ
　
．
、
｛
δ
8
。
．
、
『
重
星
、
な
ど
の
身
体
形
容
詞
の
代
り
、
或
は
そ
れ
に
付
加
し
て
、
．
ぎ
窪
①
．
．
≦
◎
δ
ぼ
鷲
巳
、
な
ど
の
価
値
形
容
詞
を
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
ん
で
彼
が
使
用
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
。
こ
の
種
の
マ
ロ
リ
ー
的
語
彙
は
、
そ
れ
ら
が
「
聖
杯
探
求
」
の
巻
以
外
の
箇
所
で
頻
用
さ
れ
る
事
実
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
地
上
的
騎
士
道
の
規
範
に
従
い
行
動
す
る
人
間
を
評
価
す
る
形
容
辞
で
あ
る
。
地
上
的
騎
士
道
社
会
は
評
価
す
る
他
人
の
目
を
強
く
意
識
す
る
。
建
て
前
と
本
音
、
言
葉
と
心
、
外
観
と
内
実
と
い
う
二
極
構
造
の
緊
張
の
上
に
成
り
立
つ
社
会
と
言
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
偽
善
に
堕
す
る
可
能
性
を
潜
在
的
に
秘
め
て
い
る
訳
で
あ
る
。
騎
士
の
義
務
で
あ
る
婦
人
へ
の
奉
仕
（
愛
）
も
、
騎
士
個
人
に
は
崇
高
な
精
神
を
も
た
ら
す
試
練
の
場
と
な
る
が
、
社
会
的
に
は
姦
通
と
い
う
罪
あ
る
行
為
と
な
る
。
そ
れ
故
に
、
騎
士
個
人
の
誉
、
高
潔
さ
と
い
う
評
価
の
指
標
が
上
が
れ
ば
そ
れ
だ
け
、
裏
で
は
潜
在
的
に
悲
劇
に
向
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
え
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
　
マ
ロ
リ
ー
は
こ
う
し
た
構
図
の
中
に
、
理
想
と
さ
れ
た
ア
ー
サ
ー
王
国
の
崩
壊
と
ア
ー
サ
ー
・
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
・
ラ
ー
ン
ス
ロ
ッ
ト
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
据
え
た
。
従
っ
て
、
語
り
手
が
．
ぎ
窪
。
．
、
≦
自
。
。
ぼ
風
三
．
♂
。
ぎ
二
鑓
ぼ
①
．
等
の
言
葉
を
使
っ
て
く
り
返
し
騎
士
を
描
く
時
、
同
時
に
読
者
の
耳
に
は
騎
士
道
礼
讃
の
背
後
に
忍
び
寄
る
悲
劇
の
足
音
が
着
実
に
聞
こ
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
マ
ロ
リ
ー
の
ア
ソ
ヴ
ィ
バ
レ
ソ
ツ
な
騎
士
道
社
会
の
提
示
に
較
べ
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
は
騎
士
道
の
理
想
的
な
個
人
的
側
面
に
力
点
を
移
し
た
。
ア
ー
サ
ー
王
の
遠
征
軍
が
町
を
包
囲
し
た
時
、
　
「
町
の
人
々
が
受
け
た
苦
し
み
は
見
る
も
憐
で
あ
っ
た
」
と
、
騎
士
の
武
勇
な
る
大
義
名
分
の
陰
に
泣
く
民
衆
の
姿
を
写
本
の
語
り
手
は
忘
れ
ず
に
語
る
。
ま
た
、
　
「
彼
等
は
口
で
は
お
互
い
立
派
な
こ
と
を
言
う
が
、
戦
場
で
は
我
先
に
名
を
上
げ
讃
え
ら
れ
ん
と
す
」
と
、
言
葉
と
心
、
外
な
る
世
界
と
内
な
る
世
界
の
乖
離
を
指
摘
す
る
言
葉
も
添
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
騎
士
道
の
裏
面
を
つ
く
語
り
手
の
言
葉
は
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
マ
ロ
リ
ー
の
実
際
的
な
眼
を
通
し
て
描
き
出
さ
れ
た
騎
士
社
会
を
前
に
し
て
、
我
々
読
者
は
、
騎
士
社
会
の
理
想
的
姿
へ
の
同
化
と
同
時
に
、
そ
の
理
想
ゆ
え
に
内
に
潜
む
破
壊
的
な
も
の
か
ら
の
異
化
、
と
い
う
一
つ
な
が
ら
に
相
い
反
す
る
心
理
的
反
応
を
起
す
。
し
か
し
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
は
、
こ
う
し
た
読
み
を
求
め
る
作
品
の
基
本
的
構
造
、
論
理
性
は
保
存
し
な
が
ら
も
、
上
述
し
た
改
訂
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
作
品
に
は
同
化
と
い
う
一
元
的
反
応
を
読
者
に
期
待
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
実
際
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
は
、
　
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
の
序
文
で
、
騎
士
個
人
の
行
動
の
中
か
ら
教
訓
を
引
き
出
す
読
み
方
を
勧
奨
す
る
。
　
　
（
こ
こ
に
描
か
れ
た
人
達
の
）
善
行
に
従
い
、
悪
を
避
け
な
さ
い
Q
自
　
　
ず
と
名
誉
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
。
〈
中
略
〉
総
て
は
教
訓
の
　
　
た
め
に
書
か
れ
て
あ
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ソ
マ
ー
版
　
三
頁
）
序
は
作
品
の
読
み
に
枠
を
填
め
ず
に
は
お
か
な
い
。
し
か
も
序
は
、
そ
れ
が
方
向
づ
け
る
読
み
取
り
方
が
著
者
マ
ロ
リ
ー
の
意
図
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
誘
導
す
る
。
作
品
固
有
の
意
味
の
上
に
塗
り
寵
め
ら
．
れ
た
新
た
な
読
み
は
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
が
読
者
の
好
尚
に
敏
感
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
彼
個
人
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
．
時
代
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
　
マ
ロ
リ
ー
の
同
情
的
で
か
つ
皮
肉
を
含
む
重
層
的
な
作
品
世
界
が
、
キ
ャ
、
ク
ス
ト
ソ
版
に
な
る
と
理
想
的
で
教
訓
的
な
世
界
が
強
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
編
者
の
一
元
的
作
品
理
解
に
通
じ
る
も
の
が
、
彼
の
人
物
造
型
に
も
観
察
さ
れ
る
。
巻
二
〇
で
、
ラ
ー
ソ
ス
ロ
ッ
ト
は
王
妃
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
と
の
交
誼
が
露
見
し
、
王
や
ガ
ー
ヴ
ェ
ン
兄
弟
と
の
訣
別
と
戦
闘
を
覚
悟
す
る
。
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
は
ラ
ー
ソ
ス
ロ
ッ
ト
の
慰
め
の
言
葉
に
対
し
、
　
　
も
し
あ
な
た
が
殺
さ
れ
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
私
も
か
っ
て
主
に
命
　
　
を
捧
げ
た
殉
教
者
の
よ
う
に
、
お
と
な
し
く
火
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヴ
ィ
ナ
ー
ヴ
ァ
版
　
　
一
一
六
六
頁
）
と
応
え
る
。
自
ら
の
身
を
「
殉
教
者
（
ヨ
雪
頸
）
」
に
思
え
る
妃
の
意
識
の
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
に
お
け
る
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
の
受
容
と
変
容
（
向
井
）
裏
に
ば
、
ラ
ー
ン
ス
ロ
ッ
ト
へ
の
愛
が
邪
な
愛
、
危
険
な
愛
、
罪
な
愛
で
あ
る
こ
と
に
少
し
も
気
づ
か
ぬ
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
姿
が
あ
る
。
円
卓
団
が
二
つ
に
分
れ
互
い
に
戦
い
、
栄
華
を
誇
っ
た
ア
ー
サ
ー
王
国
が
崩
壊
す
る
ま
で
、
王
妃
は
危
険
と
喜
び
を
奮
い
具
え
た
愛
の
相
に
気
づ
く
こ
と
な
く
、
混
沌
の
ま
ま
に
交
誼
を
重
ね
る
。
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
は
教
会
へ
の
配
慮
か
ら
か
、
こ
の
比
喩
を
好
ま
し
く
思
わ
ず
、
　
　
か
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
帰
依
し
た
王
妃
の
よ
う
に
、
私
は
神
様
の
お
た
め
　
　
に
、
お
と
な
し
く
火
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ソ
マ
ー
版
　
八
〇
一
頁
）
と
書
き
改
め
る
。
こ
の
結
果
、
愛
の
実
相
に
気
づ
か
ぬ
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
無
知
が
不
明
に
な
り
、
十
分
な
自
覚
を
も
っ
て
王
妃
に
愛
を
捧
げ
、
破
局
を
迎
え
て
も
な
お
地
上
的
騎
士
に
徹
す
ラ
ー
ン
ス
ロ
ッ
ト
と
の
対
照
が
、
そ
れ
だ
け
弱
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
王
国
の
滅
び
を
眼
の
当
り
に
し
て
初
め
て
、
己
の
愛
の
恐
さ
、
罪
深
さ
を
思
い
知
り
、
世
を
捨
て
尼
寺
入
り
す
る
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
無
知
か
ら
自
覚
へ
の
劇
的
反
転
を
も
失
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
悲
劇
に
絡
ま
る
女
性
の
性
を
鮮
や
か
に
描
き
抜
い
た
マ
ロ
リ
ー
の
意
図
な
ど
、
時
の
好
尚
に
優
先
を
置
く
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
に
は
与
り
知
ら
ぬ
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
の
人
物
造
型
の
平
板
化
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
、
表
現
様
式
も
一
様
化
さ
れ
て
い
る
。
マ
ロ
リ
ー
の
文
体
は
発
展
し
、
巻
一
八
か
ら
二
一
に
な
る
と
、
言
語
の
巧
み
な
駆
使
が
観
察
さ
れ
る
。
登
場
人
物
は
情
況
に
応
じ
た
表
現
を
付
与
さ
れ
、
我
汝
読
者
は
例
え
ば
、
、
矯
。
．
と
．
酔
。
虹
．
の
交
替
、
統
語
構
造
の
特
徴
、
反
復
表
現
の
多
寡
、
誓
言
の
有
無
な
ど
か
ら
、
話
し
手
の
心
の
動
き
を
追
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
聖
杯
探
求
後
の
ラ
ー
ン
ス
ロ
ヅ
ト
に
対
す
る
ギ
．
ナ
ヴ
ィ
ア
の
言
葉
（
巻
一
八
）
。
ラ
ー
ン
ス
ロ
ヅ
ト
は
二
人
の
噂
を
消
す
べ
く
、
王
妃
と
の
密
会
を
手
控
え
他
の
貴
婦
五
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
人
の
た
め
に
力
を
尽
す
。
嫉
妬
に
か
ら
れ
る
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
は
彼
を
責
め
る
。
　
　
「
ラ
ー
ン
ス
ロ
ッ
ト
卿
、
あ
な
た
の
愛
も
槌
め
始
め
た
の
ね
。
私
と
居
　
　
て
も
愉
し
く
な
い
の
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
こ
の
宮
廷
か
ら
身
を
遠
ざ
け
、
　
　
他
の
女
性
や
乙
女
達
や
貴
婦
人
方
の
た
め
に
心
を
砕
い
て
お
い
で
に
な
　
　
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヴ
ィ
ナ
ー
ヴ
ァ
版
　
一
〇
四
五
頁
）
彼
女
の
こ
の
言
葉
に
は
、
ま
だ
王
妃
の
威
厳
が
保
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
暫
く
し
て
、
王
妃
は
自
分
を
避
け
る
理
由
を
問
い
質
す
と
、
ラ
ー
ソ
ス
ロ
ッ
ト
を
激
し
く
詰
る
。
　
　
「
ラ
ー
ソ
ス
ロ
ッ
ト
卿
、
お
ま
え
こ
そ
は
憶
病
な
不
貞
者
。
色
に
狂
う
　
　
男
。
　
他
の
女
性
を
愛
で
抱
く
一
方
、
　
私
の
こ
と
は
軽
蔑
す
る
。
〈
中
　
　
略
〉
こ
の
宮
廷
か
ら
追
放
し
て
や
る
。
二
度
と
敷
居
を
ま
た
ぐ
で
な
い
。
　
　
私
の
供
も
禁
ず
。
私
の
目
に
今
後
ふ
れ
る
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
お
前
の
　
　
首
を
取
っ
て
や
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
一
〇
四
七
頁
）
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
嫉
妬
の
深
ま
り
に
呼
応
し
て
、
二
人
称
代
名
詞
が
．
器
．
か
ら
の
匪
O
虹
．
に
転
じ
、
．
¢
℃
℃
自
書
葦
①
o
h
樽
ξ
ゲ
O
巴
．
と
い
う
誓
言
が
現
わ
れ
る
。
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
で
は
先
の
会
話
に
於
て
、
ギ
ナ
ヴ
ィ
ア
が
既
に
ラ
ー
ソ
ス
ロ
ッ
ト
に
対
し
、
ひ
〇
二
．
を
用
い
る
激
し
い
口
調
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
写
本
に
見
ら
れ
た
王
妃
の
感
情
の
動
き
が
読
み
取
れ
な
く
な
っ
て
（
6
）
い
る
。
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
が
一
貫
し
て
編
集
の
手
を
加
え
た
の
は
、
マ
ロ
リ
ー
の
反
復
表
現
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ア
グ
ラ
ヴ
ェ
ン
と
モ
ー
ド
レ
ッ
ド
が
姦
通
の
現
場
を
取
り
押
え
よ
う
と
陰
謀
を
め
ぐ
ら
す
最
中
、
ボ
ル
ス
卿
の
忠
告
に
耳
を
傾
け
つ
つ
も
う
ー
ソ
ス
ロ
ッ
ト
が
王
妃
の
寝
室
に
向
う
件
（
巻
二
五
四
○
）
で
、
語
り
手
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腕
に
剣
を
持
っ
て
ラ
ー
ン
ス
ロ
ッ
ト
は
出
発
し
た
。
か
く
し
て
彼
は
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト
に
身
を
包
み
、
自
ら
の
身
を
危
険
に
晒
し
た
。
あ
の
気
高
き
騎
士
　
　
㍉
o
　
　
カ
　
　
（
：
●
き
α
ω
o
譜
≦
巴
犀
巴
言
ぼ
ω
日
鋤
艮
δ
”
罫
ミ
§
ミ
馬
趣
ミ
晦
ミ
　
　
：
：
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
一
一
六
五
頁
）
と
反
復
表
現
を
使
っ
て
、
ラ
ー
ン
ス
ロ
ヅ
ト
を
描
写
す
る
。
こ
の
後
置
構
文
に
は
、
彼
の
行
く
手
に
待
ち
構
え
る
罠
に
思
い
を
い
た
す
語
り
手
マ
ロ
リ
ー
の
感
情
移
入
が
感
じ
ら
れ
る
。
無
駄
の
な
い
簡
潔
性
を
重
ん
じ
る
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
で
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
こ
の
種
の
反
復
は
書
き
改
め
ら
れ
、
単
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
事
実
描
写
に
終
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
　
ギ
ャ
ク
ス
ト
ソ
に
よ
る
手
直
し
は
、
一
文
内
の
反
復
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ス
ピ
ー
チ
全
体
に
生
起
す
る
反
復
に
も
及
ぶ
。
典
型
的
な
例
は
、
巻
一
二
の
死
期
迫
る
ガ
1
ウ
ェ
ソ
の
有
名
な
悔
恨
の
ス
ピ
ー
チ
に
伺
え
る
。
こ
こ
で
ガ
ー
ウ
ェ
ン
は
切
り
出
し
た
文
句
の
後
が
続
か
ず
言
い
淀
む
。
そ
し
て
頓
挫
し
た
文
を
再
び
立
て
直
す
た
め
に
新
た
に
主
語
を
起
す
。
こ
の
結
果
、
彼
の
ス
ピ
ー
チ
の
統
語
が
ね
じ
れ
、
く
り
返
し
を
伴
う
複
雑
な
構
文
と
な
る
。
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
は
、
読
み
易
さ
と
統
語
の
整
理
を
試
み
て
、
ほ
ぼ
半
年
の
語
彙
量
で
ガ
ー
ウ
ェ
ソ
の
悔
恨
の
情
を
伝
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
ガ
ー
ウ
ェ
ン
の
感
動
的
な
ス
ピ
ー
チ
は
文
法
性
、
明
解
性
を
付
与
さ
れ
た
代
り
に
、
痛
恨
の
情
が
ロ
ジ
ッ
ク
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
に
深
か
っ
た
彼
の
心
の
内
奥
を
伝
え
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
　
写
本
を
通
し
て
限
ら
れ
た
人
々
の
問
で
享
受
さ
れ
て
い
た
マ
ロ
リ
ー
の
作
品
は
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
版
を
得
る
に
至
っ
て
、
そ
の
読
者
を
飛
躍
的
に
拡
げ
た
。
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
の
読
者
は
再
版
を
望
み
、
こ
れ
に
応
え
た
の
が
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
の
弟
子
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
で
あ
る
。
彼
は
一
四
九
八
年
と
一
五
二
九
年
の
二
度
に
亘
り
、
師
の
改
訂
版
を
出
す
。
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
の
二
つ
の
版
は
、
先
行
版
同
様
に
二
つ
折
り
の
大
型
本
で
あ
る
が
、
横
二
段
組
を
採
用
し
て
一
〇
六
葉
（
キ
版
の
四
三
二
葉
に
対
し
ド
版
の
三
二
六
葉
）
の
節
約
を
可
能
に
し
、
読
者
の
視
覚
的
想
像
力
に
訴
え
る
木
版
画
を
挿
入
、
ま
た
目
次
に
だ
け
あ
っ
た
梗
概
を
本
文
各
章
の
凡
頭
に
再
録
す
る
な
ど
し
て
、
廉
価
で
読
み
易
く
か
つ
読
者
の
便
宜
を
図
っ
た
版
に
仕
立
て
て
い
る
。
現
在
は
両
版
と
も
に
欠
損
し
て
い
る
が
、
丁
付
け
か
ら
考
え
て
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
（
奥
付
け
か
ら
判
断
し
て
第
一
版
は
ト
馬
§
。
§
糺
ミ
ミ
ミ
第
二
版
は
ト
無
§
ミ
縣
糺
ミ
ミ
ミ
）
が
付
い
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
　
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
は
師
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
の
序
を
再
録
す
る
。
し
か
し
両
者
が
狙
っ
た
読
者
層
に
は
違
い
が
あ
る
。
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
は
「
貴
族
・
紳
士
・
淑
女
」
を
読
者
と
し
た
が
、
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
は
そ
れ
に
「
一
般
民
衆
（
8
日
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
巻
。
冨
Φ
）
」
を
付
け
加
え
、
所
謂
「
読
者
の
民
主
化
・
大
衆
化
」
を
試
み
た
。
　
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
は
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
を
踏
襲
し
、
こ
の
物
語
の
道
徳
的
・
教
訓
的
側
面
に
関
心
を
置
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
本
文
に
加
え
た
書
き
替
え
の
ほ
と
ん
ど
は
、
言
語
上
の
不
自
然
さ
を
正
し
、
内
容
上
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
の
技
術
的
な
改
訂
に
留
る
。
し
か
し
折
り
番
号
E
債
一
子
（
巻
一
二
）
に
於
て
、
彼
は
沈
黙
を
破
り
自
ら
の
心
情
を
披
湿
す
る
長
い
挿
入
を
行
う
。
そ
の
中
で
、
こ
の
作
品
を
読
む
こ
と
の
道
徳
的
効
能
（
ほ
と
ん
ど
が
キ
ャ
ク
ス
ト
ソ
が
そ
の
序
に
論
じ
た
項
目
と
同
じ
）
を
説
い
た
後
、
　
　
神
が
読
者
の
皆
様
に
名
誉
を
お
与
え
に
な
れ
ば
な
る
だ
け
、
あ
な
た
方
　
　
は
謙
虚
に
な
ら
ね
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
人
を
欺
く
世
の
移
ろ
い
や
す
　
　
さ
を
常
に
心
し
な
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
折
り
番
号
E
肛
）
と
い
う
教
訓
を
垂
れ
て
、
読
者
へ
の
口
上
を
閉
じ
る
。
こ
の
最
後
の
二
文
の
言
葉
遣
い
と
調
子
は
、
い
ず
れ
も
「
聖
杯
探
求
」
の
巻
に
そ
の
出
自
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
の
文
章
は
、
騎
士
の
華
と
崇
め
ら
れ
る
も
神
慮
を
顧
み
な
い
傲
慢
ラ
ー
ソ
ス
ロ
ッ
ト
に
、
隠
者
が
与
え
た
諫
言
の
要
約
で
あ
り
、
後
半
の
文
章
は
、
聖
杯
探
求
に
成
功
し
た
ガ
ラ
バ
ド
が
父
ラ
！
ソ
ス
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
ヅ
ト
へ
の
別
離
の
挨
拶
と
し
て
ボ
ル
ス
に
託
し
た
言
葉
で
あ
る
。
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
が
心
動
か
し
（
或
は
読
者
に
共
感
を
期
待
し
）
た
内
容
と
表
現
が
、
「
聖
杯
」
の
世
界
に
あ
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。
少
く
と
も
マ
ロ
リ
ー
が
「
聖
杯
」
の
巻
以
降
で
描
こ
う
と
し
た
（
つ
ま
り
彼
が
大
事
だ
と
思
っ
た
）
の
は
、
ガ
ラ
バ
ド
の
天
上
的
騎
士
道
（
げ
＄
〈
o
口
ぢ
。
ゲ
ォ
巴
藁
）
で
は
な
く
寧
ろ
ラ
ー
ン
ス
ロ
ッ
ト
の
地
上
的
騎
士
道
（
＄
二
匡
団
。
ぼ
く
⇔
ξ
）
で
あ
り
、
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
の
よ
う
な
教
訓
を
も
っ
て
作
品
全
体
を
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
証
一
種
一
本
『
聖
杯
探
究
（
卜
a
◎
ミ
§
叙
乳
蜜
篤
ミ
O
ミ
ミ
）
』
が
持
つ
宗
教
性
の
世
俗
化
に
努
力
を
払
っ
た
マ
ロ
リ
ー
の
意
図
に
違
が
う
こ
と
に
な
る
。
ガ
ラ
バ
ド
的
な
世
界
に
照
ら
せ
ば
地
上
的
騎
士
道
の
世
界
は
否
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
し
て
、
な
お
も
地
上
の
側
に
踏
み
留
ま
り
、
地
上
的
騎
士
と
し
て
そ
の
理
想
的
な
生
き
方
を
構
築
す
る
の
が
マ
ロ
リ
ー
の
狙
い
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
マ
ロ
リ
ー
の
作
品
は
こ
こ
で
も
再
び
、
そ
の
読
み
の
中
心
が
周
縁
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
　
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
の
挿
入
に
見
ら
れ
る
作
品
理
解
は
、
内
発
的
な
も
の
な
の
か
そ
れ
と
も
彼
の
商
才
を
偲
ば
せ
る
意
図
的
誤
謬
な
の
か
は
、
俄
か
に
は
判
断
が
つ
き
難
い
。
と
い
う
も
、
彼
の
耳
に
は
次
の
よ
う
な
当
時
の
宗
蝉
人
の
声
が
届
い
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
各
地
各
教
会
に
、
か
の
円
卓
団
の
現
実
に
あ
り
も
し
テ
ェ
ー
ダ
ー
朝
に
お
け
る
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
の
受
容
と
変
容
（
向
井
）
五
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
　
　
な
い
物
語
の
代
り
に
、
今
や
聖
書
を
持
つ
に
至
っ
た
。
〈
中
略
〉
神
の
　
　
光
り
が
彼
ら
円
卓
の
騎
士
の
卑
狸
と
空
し
い
作
り
話
を
完
全
に
駆
逐
し
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
た
の
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
義
に
惇
る
マ
ロ
リ
ー
の
地
上
的
騎
士
道
よ
り
も
、
併
せ
て
存
在
す
る
天
上
的
騎
士
道
を
強
く
訴
え
る
こ
と
の
方
が
、
宗
教
人
や
文
化
人
の
攻
撃
を
和
ら
げ
る
方
略
で
あ
る
と
、
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
が
考
え
て
も
不
思
議
は
な
い
。
動
機
は
何
れ
で
あ
れ
、
マ
ロ
リ
ー
の
作
品
は
こ
こ
で
も
ま
た
時
代
の
歪
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
　
最
後
に
、
ド
ゥ
・
ウ
ォ
1
ド
が
ア
ー
サ
ー
王
事
蹟
に
関
し
て
筆
を
加
え
た
事
実
を
指
摘
し
て
、
こ
の
小
論
を
閉
じ
た
い
。
彼
は
師
の
工
房
を
継
い
だ
当
初
、
　
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
同
様
、
　
王
家
の
周
り
に
庇
護
者
を
求
め
た
様
子
が
あ
る
◎
実
際
、
彼
は
即
位
し
て
間
も
な
い
ヘ
ン
リ
ー
七
世
の
母
后
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
た
め
に
ヒ
ル
ト
ン
の
『
完
全
の
階
梯
（
浄
自
隷
ミ
㌧
馬
蕃
6
勘
。
§
）
』
を
印
刷
出
版
す
る
。
　
時
の
王
朝
は
先
行
の
ヨ
ー
ク
家
同
様
、
　
或
は
遙
か
に
強
力
に
、
そ
の
脆
弱
な
王
位
継
承
権
を
強
化
す
る
た
め
に
、
ア
ー
サ
ー
王
の
史
話
を
利
用
し
た
。
ヘ
ン
リ
ー
七
世
は
妻
が
懐
妊
す
る
と
、
ア
ー
サ
ー
の
王
宮
カ
ソ
ロ
ッ
ト
と
同
定
さ
れ
た
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
彼
女
を
移
し
、
誕
生
し
た
長
子
に
ア
ー
サ
ー
の
名
を
与
え
る
。
当
然
の
よ
う
に
ア
ー
サ
ー
の
実
在
性
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
関
し
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
、
幾
多
も
の
書
物
が
草
さ
れ
る
。
師
の
版
に
は
、
ア
ー
サ
ー
史
実
に
対
し
て
明
確
な
姿
勢
を
躊
躇
さ
せ
る
社
会
的
事
情
が
あ
っ
売
。
し
か
し
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
の
場
合
、
新
王
朝
が
ア
ー
サ
ー
史
実
を
強
力
な
方
略
と
し
て
採
用
し
た
以
上
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
が
抱
い
た
危
惧
は
既
に
な
く
、
そ
の
上
、
彼
の
対
象
と
す
る
読
者
が
師
に
較
べ
よ
り
下
層
の
市
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ー
サ
ー
実
在
説
に
阿
る
改
訂
を
よ
り
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ー
サ
ー
王
が
μ
ー
マ
皇
帝
と
し
て
即
位
す
る
壮
大
な
事
蹟
の
中
五
六
に
、
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
の
筆
の
跡
を
辿
っ
て
み
よ
う
Q
ロ
ー
マ
法
皇
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
ア
ー
サ
ー
の
た
め
に
戴
冠
式
を
挙
行
す
る
。
こ
の
典
拠
と
し
て
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
は
原
典
の
「
ロ
マ
ン
ス
（
菊
o
B
鋤
二
嵩
o
o
）
」
を
挙
げ
る
が
、
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
は
「
ロ
ー
マ
人
（
幻
。
語
昌
口
ω
）
」
の
語
る
言
葉
を
挙
げ
、
大
陸
で
は
今
も
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
歴
史
的
根
拠
を
付
与
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
す
る
。
戴
冠
を
取
り
行
う
の
は
「
法
皇
自
身
の
手
（
付
点
箇
所
は
ド
窪
・
ウ
ォ
ー
ド
の
添
加
。
以
下
同
じ
）
」
　
（
℃
。
℃
①
ω
。
§
蕊
『
§
α
①
イ
タ
リ
ッ
ク
体
は
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
に
欠
除
。
以
下
同
じ
）
で
あ
り
、
式
典
に
は
、
　
「
ロ
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
人
」
の
み
な
ら
ず
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五
八
ウ
ィ
ソ
キ
ソ
・
ド
ウ
・
ウ
ォ
ー
ド
版
（
一
四
九
八
年
）
か
ら
の
引
用
は
魯
d
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
リ
ー
ル
番
号
一
二
九
八
に
依
る
。
同
第
二
版
（
一
五
二
九
年
）
は
、
鶏
d
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
リ
ー
ル
番
号
一
六
に
依
る
。
隠
者
が
ラ
ー
ソ
ス
ロ
ヅ
ト
に
与
え
た
助
言
は
ヴ
ィ
ナ
ー
ヴ
ァ
版
八
九
六
i
八
九
七
頁
。
ガ
ラ
バ
ド
が
ボ
ル
ス
に
託
し
た
父
へ
の
言
葉
は
、
同
一
〇
三
五
頁
。
引
用
は
古
畳
ト
ω
≦
8
け
ぎ
α
q
（
o
ら
●
）
肉
蟄
忌
謡
叙
ミ
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ミ
駐
§
り
ト
貯
§
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§
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ミ
ミ
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図
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o
円
儀
　
　
H
㊤
蔭
O
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）
矯
℃
．
お
●
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
に
於
け
る
ア
ー
サ
ー
史
実
論
争
に
つ
い
て
は
、
高
宮
利
行
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
に
お
け
る
ア
ー
サ
ー
王
国
と
『
ア
ー
サ
ー
の
死
』
」
　
（
「
慶
応
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
」
＝
号
、
一
九
七
九
年
）
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。
ド
ゥ
・
ウ
ォ
ー
ド
の
。
勾
。
ヨ
醸
謬
．
が
ロ
マ
ン
ス
で
な
く
ロ
ー
マ
人
で
あ
る
証
拠
と
し
て
、
折
り
番
号
G
砒
一
七
一
一
八
行
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
九
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
